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論 文 内 容 の 要 旨 
 日本産シソ科アキギリ属植物８種１変種の系統関係を葉緑体DNA (rbcL, trnL-F ) 2154bpと核DNA (ITS ) 
703bpの塩基配列をもとに解析した。さらに計71集団の遺伝的多様性について酵素多型をもとに解析した。DNA
の塩基配列を解析した結果、日本産アキギリ属植物は大きくアキノタムラソウグループとアキギリグループ２
つのグループに分かれることがわかった。アキノタムラソウグループでは特に日本中に広く分布し、形態的変
異の多いアキノタムラソウについて集団ごとに酵素多型をもとに遺伝的多様性を詳細に解析した。その結果、
種内に多くの遺伝的変異を蓄積していること、集団間の遺伝的分化が進んでいることがわかった。一方、遺伝
的変異と、形態的変異とは直接関連していないことがわかった。すなわちアキノタムラソウでは種内に４種類
の異なる分類単位（品種）が報告され、また今回形態的変異を調べた結果、４タイプが見られたが、これらの
品種やタイプはDNAの塩基配列を基にした解析、酵素多型による解析のいずれでも互いに区別はできなかった。
この結果は、アキノタムラソウの種内に蓄積されている大きな遺伝的多様性はまだ十分に別の分類群として認
識されるまでには至っていない段階にあることを示す。同じアキノタムラソウグループのシマジタムラソウは
蛇紋岩地帯に固有な種で、ごく限られた分布を示し、他の近縁な３種とどのような遺伝的関係にあるのかを解
析したところ、葉緑体DNAの結果と核DNAの結果との間に矛盾があった。また、核DNAの結果と酵素多型の結果と
はほぼ同じであった。このことは４種が種分化した後で、シマジタムラソウとナツノタムラソウとの間で浸透
性交雑を起こしていたことを強く支持するものであった。一方、広域に分布するアキノタムラソウとの間には
遺伝的交流が起こっているという可能性は低かった。これはある特殊な環境に固有な種が現在の状態になって
いくまでに、種分化した後でも他の近縁な種との間で遺伝的交流を続けていたことを示すもので、種分化の様
相を考察していく上で重要な示唆を与える。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 日本産シソ科アキギリ属植物９種１変種の系統関係を葉緑体DNA (rbcL, trnL-F ) 2154bpと核DNA (ITS ) 
703bpの塩基配列をもとに解析した。さらに計72集団の遺伝的多様性について酵素多型をもとに解析した。DNA
の塩基配列を解析した結果、日本産アキギリ属植物は大きくアキノタムラソウグループとアキギリグループ２
つのグループに分かれることがわかった。アキノタムラソウグループでは特に日本中に広く分布し、形態的変
異の多いアキノタムラソウについて集団ごとに酵素多型をもとに遺伝的多様性を詳細に解析した。その結果、
種内に多くの遺伝的変異を蓄積していること、集団間の遺伝的分化が進んでいることがわかった。一方、遺伝
的変異と、形態的変異とは直接関連していないことがわかった。すなわちアキノタムラソウでは種内に４種類
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の異なる分類単位（品種）が報告され、また今回形態的変異を調べた結果、４タイプが見られたが、これらの
品種やタイプはDNAの塩基配列を基にした解析、酵素多型による解析のいずれでも互いに区別はできなかった。
この結果は、アキノタムラソウの種内に蓄積されている大きな遺伝的多様性はまだ十分に別の分類群として認
識されるまでには至っていない段階にあることを示す。同じアキノタムラソウグループのシマジタムラソウは
蛇紋岩地帯に固有な種で、ごく限られた分布を示し、他の近縁な３種とどのような遺伝的関係にあるのかを解
析したところ、葉緑体DNAの結果と核DNAの結果との間に矛盾があった。また、核DNAの結果と酵素多型の結果と
はほぼ同じであった。このことは４種が種分化した後で、シマジタムラソウとナツノタムラソウとの間で浸透
性交雑を起こしていたことを強く支持するものであった。一方、広域に分布するアキノタムラソウとの間には
遺伝的交流が起こっているという可能性は低かった。これはある特殊な環境に固有な種が現在の状態になって
いくまでに、種分化した後でも他の近縁な種との間で遺伝的交流を続けていたことを示すもので、種分化の様
相を考察していく上で重要な示唆を与えるもので、博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
